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農技研ニュース ２００６年１月

日本初！　カキ専用の性フェロモン剤です
カキノヘタムシガの防除対策

新技術です新技術です

レンゲ最盛期（５月上旬）の状況播種時期の違いによる
幼虫数と被害程度

　　　　　　　　

カキノヘタムシガは、幼虫がカキの実にもぐって食害す
るため、防除が難しく被害も大きい害虫です。
そこで、大学・企業と共同研究を行い、成虫から性フェロ
モン成分を抽出・同定しました。農業改良普及センター
等の協力により、試作した性フェロモン剤について試験
したところ、農薬と同等以上の防除効果が得られること
がわかりました。（特許出願中）
現在、農薬登録に向けた準備を行っています。

　　　　　　　　農業技術研究所成果検討会のお知らせ
　平成１７年度研究成果の発表と検討を行います。多数のご参加をお待ちしています。
　日時：平成１８年２月２４日（金）　午後１時～４時３０分　　場所：当所講堂
　お申し込み、お問い合わせは、環境部矢野までお願いいたします。

性フェロモンの主成分

　(4E,6Z)-4,6-hexadecadienyl acetate

交信攪乱による
交尾阻害を目的と
した性フェロモン剤
（ディスペンサー）を
１本の樹に２～３本
取り付けるだけで
効果があります。

幼虫と被害果実
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被害果率の比較（第１世代幼虫）

カキノヘタムシガ成虫

体長 　５～７mm



　「フランネルフラワー」　の鉢花用品種

暖房機ダクトを利用した微生物農薬の散布技術

野菜や花の灰色かび病は防除が難しい病気で、湿度が高
いと発生しやすくなります。この対策として、有用微生物
（バチルス菌）を暖房機の送風口に粉のまま投入するだけ
で、送風ダクトから施設全体に散布して防除する技術を出
光興産㈱と共同で開発しました。（特許出願中）
この技術は施設栽培のキュウリ・トマト・イチゴ・シクラメン
などで利用され、本県以外にも全国で普及しつつあります。

フランネルフラワーは、オー
ストラリア原産のセリ科
の植物で、日本へは自生
種が切り花として輸入さ
れていますが、鉢花種は
原産国でも育成されてい
ません。
オーストラリアから導入し
た矮性の系統から選抜し
て、鉢花に適した品種を
育成しました。
（品種登録出願中）

品種名は
「フェアリーホワイト」

白い妖精です。

微生物はダクトを通して
施設全体に広がります

新品種です新品種です

普及中です普及中です

処理 無処理

病原菌の生育が抑制される！

スプーン１杯投入するだけ。
散布は暖房機の自動運転。
水を使わないので、湿度が
高くならず、病気の発生も
少なくなります。

バチルス菌の
拮抗作用

イチゴ灰色かび病


